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昨
年
の
１２
月
１０
日
、
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
７
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
中
国

四
国
地
区
華
僑
華
人
総
会
主
催
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
県

外
（
東
京
・
大
阪
・
広
島
・
島
根
・
愛
媛
）
も

含
め
て
７０
人
で
し
た
。
県
内
か
ら
は
、
県
・

市
の
国
際
化
、
行
政
書
士
、
大
学
関
係

者
、
中
国
帰
国
者
及
び
日
中
友
好
団
体

の
代
表
者
な
ど
で
あ
る
。 

 

会
は
、
二
胡
演
奏
と
歌
の
歓
迎
で
始
ま

り
、
一
部
と
二
部
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

（
資
料
一
参
照
） 

 

 

私
は
、
香
港
問
題
が
１
９
８
９
年
６
月
の

「
天
安
門
事
件
」
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
た
め
に
中
国
政
府
に
は
、
日
中
友
好

協
会
第
６９
回
全
国
大
会
で
決
定
し
た
、
次

の
三
点
を
強
く
求
め
た
い
。 

一
、
香
港
基
本
法
と
「
一
国
二
制
度
」
の

厳
守
こ
そ
が
香
港
の
繁
栄
維
持
の
た
め
の

唯
一
の
解
決
策
で
あ
る
こ
と
。 

二
、
批
准
し
た
国
際
人
権
条
約
を
順
守
す

る
義
務
化
あ
る
こ
と
。 

三
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
反
対
す
る
立
場
か

ら
、
力
で
な
い
平
和
的
な
話
し
合
い
に
よ
っ
て

事
態
を
打
開
す
る
こ
と
。 

 

話
さ
れ
、
質
疑
の
時
間
は
な
か
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
香
港
問
題
に
つ
い
て
の
陳
慶
民
さ
ん

の
見
解
の
一
部
（
資
料
二
）を
紹
介
す
る
。 

  

私
は
、
最
近
の
中
国
指
導
部
と
香
港
政

府
の
民
主
活
動
家
に
対
す
る
弾
圧
（
逮

捕
、
起
訴
、
勾
留
）
は
、
香
港
の
地
位
を
定

め
た
香
港
基
本
法
（
資
料
三
）
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
う
。 

 

一
方
で
、
「
民
主
派
」
の
一
部
に
陳
さ
ん

が
指
摘
し
た
若
者
が
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
大
使
館
と
通
じ
、
デ
モ
の
先

頭
で
星
条
旗
を
掲
げ
て
行
進
し
て
い
る
者

た
ち
で
あ
る
。
私
も
「
香
港
独
立
」
に
は
反

対
で
あ
る
。 

 
一
部
で
は
、
行
政
書
士
、
大
学
の
先
生

方
か
ら
技
能
実
習
生
、
中
国
人
留
学
生
の

在
留
資
格
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事

例
を
も
と
に
し
た
質
問
が
多
く
出
さ
れ

た
。
酒
井
所
長
は
、
立
場
が
あ
る
の
で
と

言
い
つ
つ
、
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。 

 

私
に
は
、
内
容
が
専
門
的
な
の
で
今
ひ

と
つ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

二
部
で
は
多
く
の
テ
ー
マ
で
一
方
的
に

資料一 

１３；２０ 研修会（一部） 

   〇今後の出入国管理行政をめぐる意見交換会 

       （国際化推進のための課題と解決策について） 

   講師；広島出入国在留管理局岡山出張所所長・酒井 俊典 

１４；５０～１５；１０ 休憩 

１５：１０～１５；３０ 研修会（二部） 

   〇在日華僑華人運動の課題について 

    講師：日本華僑華人聯合総会会長代行・陳 隆進 

   〇在日華僑の祖国と自由往来運動・日中友好協会の成立と在日華

僑の協力 

   講師：一般社団法人東京華僑総会顧問・江 洋龍 

１５：３０～１５：５０ 

   〇香港・台湾問題について 

    講師；一般社団法人東京華僑総会議長・陳 慶民 

１５：５０～１６：１０ 

   〇戦後中日関係の未処理問題について 

    講師：旅日華僑中日交流促進会共同代表・林 伯耀 

１６：１０～１６：３０ 

   〇残留孤児・法人の医療と教育について 

    講師：岡山県華僑華人総会理事長・林 肇輝 

    爽治会大阪クリニック委員長・林 宇、夕陽紅施設庁・増井 麗新 

１６：３０～１６：５０ 

      〇新旧華僑華人の融和と団結について 

       講師：岡山県華僑華人総会会長・劉 勝徳 

 

資料二 

香港問題の本質は「一国両制」という漢字 4 文字に凝縮されている。「一

国」とは中華人民共和国を指し、「両制」とは中国本土の制度と香港やマ

カオの特別行政区の制度を意味する。 

2019 年の「逃亡犯条例」に端を発した香港社会の混乱や直近の「香港国

家安全維持法」策定に際し、米国や日本ではあたかも香港を「独立国」の

ように見なす論調が目立ち、或いは中国叩きを目的に「中国政府は悪者、

香港民主派は可哀想」との図式が横行 する。特に米欧日各国では「香港

国家安全維持法」は「一国両制」を破壊する危惧があるとの発言が大半を

占める。しかし、香港もマカオの正式名称は「中華人民共和国香港特別行

政区」、「中華人民共和国マカオ特別行政区」である。「名」は「体」を表している。 中国の香港であり、中国のマカオである。決して「独立国」ではない。 

「民主派」内に紛れ込む、一部過激派が、大規模デモに乗じて公共物や商店等を破壊し、警察(公権力)に戦いを挑み、 香港を混乱に陥らせ、中国政

府を貶め、そして海外からの:支援を得ながら、彼らの政治目的である「香港独立」を果たそうとしている。 

この法律の目的は「一 国両制」の維持にあり、取り締り対象は社会秩序の破壊者 (=「独立派」)である。香港 の安定を維持する為に、最悪の

場合に備えて必要不可欠な法整備に尽力する事は国家の論理として当然の行為である。この法律の主要項目は「国家分裂罪」、「政府転覆罪」、

「テ ロ活動罪」及び「外国勢力と結託し国家安全を害する罪」の 4点である。 

２０２０年.6 月 30 日に国連人権理事会が開催され、日本やＥU諸国など２２カ国が「香港国家安全維持法」の策定は「人権」を害すると反

対したが、発展途上国など５３カ国が法律策定に賛意を示した。 

※資料三は 2ページへ 
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 華
僑
華
人
総
会
の
研
修
会
に
参
加
し
て 

―
香
港
問
題
の
解
決
は
、 

力
で
な
く
平
和
的
な
話
し
合
い
に
よ
っ
て
― 

小
林
軍
治 

http://rizhongyouhao.iinaa.net/


 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１
月
２９
日
（金
）午
後
２
時
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

犬飼 

小林 

真田 

竹内 

よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
を

逮
捕
す
る
気
が
ド
イ
ツ
に
は
な
か
っ
た

よ
う
な
の
で
す
。
そ
れ
を
許
せ
な
か
っ

た
の
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。 し

か
し
、
そ
の
裁
判
で
ア
イ
ヒ
マ
ン

は
、
“
ユ
ダ
ヤ
人
を
特
定
す
る
名
簿
”
を

ユ
ダ
ヤ
人
評
議
会
に
提
出
さ
せ
た
と

証
言
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
簿
を
も
と

に
ユ
ダ
ヤ
人
を
連
行
す
る
命
令
書
を

彼
は
作
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
証
言
し
て

い
ま
す
。 

ゼ
ン
チ
ン
で
本
名
を
名
乗
っ
て
生
活
し

て
い
て
、
家
族
も
呼
び
寄
せ
て
い
た
。
そ

の
家
族
と
の
接
触
で
彼
の
存
在
が
確

認
さ
れ
た
わ
け
で
す
。 

当
時
の
ド
イ
ツ
の
政
界
、
官
界
に
は

多
く
の
元
ナ
チ
が
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
当
時
の
ド
イ
ツ
首
相
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
「
ナ
チ
を
嗅
ぎ
ま
わ
る
こ
と
は
や
め

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
発
言
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
ド
イ
ツ
で
ア
イ
ヒ
マ
ン

を
裁
け
ば
、
そ
の
発
言
に
よ
っ
て
次
に

誰
が
ナ
チ
と
し
て
裁
か
れ
る
の
か
、
た

く
さ
ん
の
人
が
戦
々
恐
々
と
し
て
い
た

が
、
ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
が
ド
イ
ツ
で
は
な

く
エ
ル
サ
レ
ム
で
行
わ
れ
た
こ
と
の
意
味

で
す
。
た
し
か
に
ア
イ
ヒ
マ
ン
は
有
名
な

ナ
チ
犯
罪
者
で
す
。
し
か
し
彼
を
逮
捕

し
た
の
は
ド
イ
ツ
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
諜
報
機
関
で
す
。
そ
れ
も
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
か
ら
の
強
制
的
な
拉
致
に
よ
っ

て
逮
捕
し
て
い
る
。
ア
イ
ヒ
マ
ン
は
ア
ル

１２
月
１３
日
の
日
曜
日
に
、
岡
西
公

民
館
で
１５
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー
の

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、

『
エ
ル
サ
レ
ム
〈
以
前
〉
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
』
に

つ
い
て
”
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
岡
山
商

科
大
学
准
教
授
の
香
月
恵
理
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
私
が
驚
い
た
の

資料三     （１ページより） 

１９９０年に採択、１９９７年７月１日に施行。 

香港の「高度な自治」を認めている。 

内容は、「言論、報道、出版の自由」「結社、集会、行進、示威

行動の自由」 

１９９７年の返還にともなって中国が国際社会に約束したもので

ある。 

 

１５
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー
の
総
会
に
て 

ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
は
な
ぜ
エ
ル
サ
レ
ム
で
行
わ
れ
た
の
か 

真
田
紀
子 

第 23回総会記念講演 

・ベッティーナ・シュタングネト著 『エルサレム〈以前〉のアイヒマン』について 

◎12月 13日(土)総会:午後 1時～1時 45分・講演会:午後 2時～5時、岡山市立岡西公民館 

◎講 師:香月恵里さん(岡山商科大学准教授) 

ナチ政権においてユダヤ人の強制移送に責任があったアドルフ・アイヒマン(１９０６-１９６２) 

は、ドイツ敗戦後、 密かに南米に脱出し、その地で家族とともに １０年間無事に過ごしたが、

1961 年、イスラエルの諜報機関モサド によってアルゼンチンから拉致され、エルサレムで裁

判にかけられた後、絞首刑にされた。 

アイヒマンの存在を名高いものとしているのは、裁判を傍聴した政治哲学者ハンナ・アーレン

トの名著『エルサレムのアイヒマン』(１９６３年)である。「悪の陳腐さについての報告」との副題が

ついたこの書籍の中で、アーレントはアイヒマンを理解力に乏しい小物の役人と解釈し、「道

化」と表現した。以来、アイヒマンという存在 は、凡庸な人物が特に悪意もなく巨悪に手を染め

ることができる、という現象の象徴となった。 

しかし、シュタングネトは、１９３０年代からの新聞記事、ドイツに保存されているアイヒマン・フ

ァイル、アルゼンチンにおけるアイヒマンの発言を記録した「アルゼンチン文書」を丹念に調査

することによって、アーレン トが見たのとは全く別のアイヒマンの姿を明らかにしている。またそ

のことによって、「過去の克服」の模範とされる戦後ドイツが今も抱える暗部が浮き彫りにされ

る。 

シュタングネトは １９６６年生まれのフリーの作家、哲学・歴史研究家。ハンブルク大学にて

カントの研究で博士号を取得。その後カントにおける反ユダヤ主義に関する著作を出版。『エ

ルサレム<以前〉のアイヒマン』(２０１１年)で国際的に評価される。 

第 1回研究会 

アートの魅力と展望 

◎1月 30 日 (土)午後 1 時 30 分～３時４５分 (この後、第１回理事会を行います) ◎岡西公民

館・2F 実習室 ◎報告: 川上幸之介さん (倉敷芸術科学大学芸術学部・講師(現代アート)) 

現代社会では合理化が優先され、余裕を切り詰める傾向があり、社会の中に遊びを持って生

きることがますます困難になっている。その一方で、一般の企業活動ではデザイン思考、アート

思考が求められている状況や、地域アートの隆盛にみられるように、社会の芸術的要素に対

する必要性は広がりを見せている。このような時代背景において、アートは社会とどのように関

わるのかが改めて問われている。本会では古代ギリシャから現代に至るアートと社会の関係を

通史的に概観し、改めて現代におけるアートの位置と、役割を検討する。 

第 2回研究会 

防空監視哨のことなど 

◎３月２７日(土)午後２時００分～５時００分 ◎岡西公民館・和室 ◎報告:立石憲利さん (日本

民話の会会長、岡山県語りのネットワーク名誉会長など) ２０２０年に刊行した『新庄村の暮らし

と俗信』『総社市旧山手村くらし・民話・俗信』の中に聞き取り等を行った戦時中のことを収載し

ている。そのうちいくつかを紹介する。 

《新庄村≫防空監視哨が、１９４３年に同村宝田の山頂に建設され、監視業務が行われた。同

監視哨は監視舎と聴音源があった。聴音源は、現在もほぼ当時のまま残っていて、構造もよく

分かる。聴音源の上に監視舎があった。 

燃料不足のなかで炭焼きが重視され、それには朝鮮人が多く動員された。３００人以上はいた

といい、新庄小学校のクラス(４０人)のうち４～５人は朝鮮人の子弟であった。また、三井造船

(玉野造船所)が「三井造船薪炭部」を村内に置き、毎日、

木炭をトラックで直送。炭焼きは３００人以上いて、うち朝鮮

人も多数いた。 

《総社市≫総社町と山手村の境に戦争末期(１９４５年春ご

ろからか)に飛行場の建設工事が始まった。船山に格納

庫、それより東に向けて、水田の上に盛土をして滑走路を

建設した。３～４００メートル盛土した段階で敗戦になり中止

された。『総社市史』『山手村史』にも、これらのことについ

て記述されていない。 

 

 


